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議案審議

会

９
月例

定

もとみや議会だより第27号 �

各会計決算認定など

31議案を可決
　

９
月
定
例
会
（
第
８
回
本
宮
市
議
会

定
例
会
）
は
、
市
長
か
ら
諮
問
２
件
、

条
例
の
制
定
や
各
種
会
計
補
正
予
算
な

ど
31
議
案
と
報
告
３
件
が
提
出
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
議
員
か
ら
発
議

４
件
が
提
出
さ
れ
、
討
論
・
採
決
を
行
っ

た
結
果
、
３
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
、
１
件
が
議
決
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
議
会
に
は
、
平
成
23
年
度
の
各
種

会
計
の
決
算
議
案
が
上
程
さ
れ
、
決
算

審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
３
日
間

に
渡
っ
て
集
中
審
議
を
行
い
、
全
て
の

会
計
決
算
を
全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し

た
。
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
か
ら
７
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

表彰市の振興発展に貢献し、その顕著な功績が認められた方を
自治功労者や特別功労者として表彰するため同意しました。

自
治
功
労
表
彰

渡
　

一
雄 

氏

　

消
防
団
員

　

本
宮
市
消
防
団
長

特
別
功
労
表
彰

田
村
壽
美
子 

氏

　

保
護
司

　

保
護
司
会
本
宮
支
部
長

　

保
護
司
会
本
宮
方
部
長

鈴
木　

義
広 

氏

　

消
防
団
員

　

本
宮
市
消
防
団
白
沢
地
区
隊
長

相
模
女
子
大
学

学
長　

谷
崎　

昭
男 

氏

　

本
市
農
家
と
学
生
の
交
流

事
業
や
農
産
物
の
販
売
・
Ｐ
Ｒ
、

本
市
の
復
興
を
首
都
圏
で
情

報
発
信
等

学
校
法
人

　

郡
山
開
成
学
園

理
事
長　

関
口　
　

修 

氏

　

本
市
の
子
育
て
支
援
、
健
康

増
進
や
多
世
代
交
流
事
業
に

多
大
な
協
力

人事人権擁護委員法に基づき法務大臣に推薦することに同意しました。

人
権
擁
護
委
員

伊
藤　

久
子 

氏

　
　
（
本
宮
字
上
町
）

人
権
擁
護
委
員

伊
藤　

正
昭 

氏

　
　
（
岩
根
字
本
郷
）



議案審議

耐震化工事が計画されて
いる五百川小学校

もとみや議会だより第27号�

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
に
43
億
円
を
増
額

 

問 　

今
回
の
補
正
予
算
で

職
員
手
当
を
約
２
，
５
０
０

万
円
増
額
し
て
お
り
、
当
初

予
算
と
合
わ
せ
る
と
昨
年

と
ほ
ぼ
同
額
と
な
る
。

　

職
員
手
当
の
内
訳
の
ほ

と
ん
ど
は
超
過
勤
務
手
当

だ
が
、
大
震
災
や
原
発
事
故

の
た
め
職
員
が
通
常
よ
り

多
く
の
業
務
を
こ
な
し
た
昨

年
と
、
ほ
ぼ
同
額
の
職
員
手

当
を
今
年
も
補
正
し
た
経

緯
は
。

 

答 　

昨
年
度
は
職
員
手
当

と
し
て
約
５
，
９
０
０
万
円

予
算
措
置
し
た
。

　

市
と
し
て
は
放
射
能
対

策
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
放
射
能
対

策
に
関
係
し
て
い
る
部
署
が

多
い
た
め
、
昨
年
の
約
95
％

の
規
模
と
な
る
約
５
，
６
０

０
万
円
を
、
当
初
予
算
と
今

回
の
補
正
で
計
上
し
た
。

 

問 　

通
常
の
業
務
に
加
え

て
、
震
災
に
関
す
る
業
務
が

増
え
て
い
る
が
、
職
員
に
過

重
の
負
担
を
か
け
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
の
か
。

　

職
員
の
配
置
を
見
直
し
、

必
要
で
あ
れ
ば
職
員
数
を
増

や
す
な
ど
対
策
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

 

答 　

現
在
の
職
員
数
は
市

の
業
務
量
に
対
し
て
若
干
少

な
い
と
感
じ
て
い
る
。
今
後
、

財
政
健
全
化
を
進
め
る
中

で
、
職
員
の
状
況
を
見
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
に
増
員
す
る

か
検
討
に
入
り
た
い
。

　

今
年
度
も
多
く
の
退
職

者
が
い
る
が
、
単
に
減
員
を

補
充
す
る
の
で
は
な
く
、
退

職
者
と
新
採
用
職
員
の
事

務
処
理
の
能
力
差
を
考
慮

し
、
社
会
経
験
の
あ
る
人
材

を
中
途
採
用
す
る
な
ど
、
職

員
採
用
の
方
法
に
つ
い
て
十

分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
併
せ
て
職
員
の
健

康
管
理
も
徹
底
し
て
い
く
。

質
疑

現在の職員体制で
震災対策は十分か

《一般会計補正予算（第７号）の主な内訳》
歳出
　放射能対策のための費用 ………………… 36億7,000万円
　　・和田、長屋、高木字井戸上の住宅・道路等の除染
　　・水田、畑地等の除染
　教育施設耐震化促進のための基金積み立て …………３億円
　東町裏雨水排水ポンプ場建設のための繰り出し …5,900万円
歳入
　震災復興特別交付税 …………………………３億8,000万円
　県補助金 …………………………………… 37億3,000万円
　　・住宅除染
　　・農地等除染
　　・子ども医療費助成等の実施拡大
　　・ため池等の災害復旧
　災害復旧費国庫負担金 ……………………………1,400万円
　　・白沢中学校プール災害復旧工事



決算概要

もとみや議会だより第27号 �

一般会計予算はこのように使われました
歳入・歳出の内訳

歳出

民生費
22.5％

総務費
18.4％

土木費
11.3％

教育費
10.6％

災害復旧費
9.4％

公債費
6.9％

衛生費
6.7％

消防費
6.4％

商工費
4.1％

農林水産業費  2.0％
議会費  1.4％

その他  0.3％

総額 159億4,607万円

一般会計歳出内訳
民生費 35億8,510万円
総務費 29億3,148万円
土木費 18億　 93万円
教育費 16億8,476万円
災害復旧費 14億9,749万円
公債費 10億9,758万円
衛生費 10億7,308万円
消防費 10億1,412万円
商工費 ６億5,455万円
農林水産業費 ３億2,591万円
議会費 ２億2,641万円
その他（労働費等） 5,464万円

歳入

地方譲与税  1.2％

地方交付税
26.6％

市税
23.5％

国庫支出金
12.7％

繰入金
10.4％

市債
8.3％

県支出金
8.1％

繰越金
2.5％

地方消費税交付金
1.8％

その他（使用料等）  3.9％
分担金及び負担金  0.9％

総額169億5,530万円

一般会計歳入内訳
地方交付税 45億1,581万円
市税 39億8,488万円
国庫支出金 21億5,375万円
繰入金 17億6,297万円
市債 14億　400万円
県支出金 13億7,977万円
繰越金 ４億2,558万円
地方消費税交付金 ３億　635万円
地方譲与税 ２億　568万円
分担金及び負担金 １億5,607万円
その他（使用料等） ６億6,044万円



　

決
算
審
査
意
見

効
率
的
な

行
政
運
営
を
評
価

　

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見

で
は
、
災
害
復
旧
事
業
や
除
染

事
業
等
で
予
算
や
事
務
量
が
増

大
し
て
い
る
が
、
状
況
に
即
応

し
た
効
率
的
な
行
政
執
行
が
な

さ
れ
て
い
る
と
、
市
の
予
算
執

行
を
評
価
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
効
率
性
・
透
明
性
を

高
め
る
た
め
に
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
改
善
・
検
討
を
求
め
ま
し
た
。

①
予
備
費
の
充
当
は
、
予
測
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
予
算
以

外
の
支
出
、
又
は
予
算
超
過

支
出
に
充
て
る
た
め
以
外
に

あ
っ
て
は
、
補
正
予
算
で
対
応

す
べ
き
で
あ
り
慎
重
を
期
さ

れ
た
い
。

②
工
事
等
発
注
事
務
処
理
に
あ

た
っ
て
は
、
本
宮
市
契
約
規

則
を
順
守
し
、
一
層
の
透
明
性

を
期
す
る
こ
と
。

③
公
共
施
設
用
地
の
長
期
借
用

に
つ
い
て
は
、
市
有
地
化
に

向
け
た
努
力
を
望
む
。

④
市
税
や
使
用
料
等
の
収
入
未

済
額
が
多
額
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
収
納
率
向
上
に
向
け

た
さ
ら
な
る
努
力
を
望
む
。

　
　
　
　

監
査
委
員

　
　
　
　
　

安
田　

秀
一

　
　
　
　
　

渡
辺　

秀
雄

●議会費

議員報酬・議会運営に

7,253円

●総務費

職員人件費や各種計画に

93,910円

●民生費

子ども・高齢者福祉に

114,848円
●衛生費

健康や環境衛生に

34,376円

●労働費

雇用・勤労者支援に

1,750円

●農林水産業費

農林業の振興に

10,440円
商工業・観光振興に

20,968円

●商工費 ●土木費

道路や河川・公園整備に

57,693円
●消防費

消防・防災・放射能対策に

32,487円

●教育費

学校教育や芸術文化に

53,971円
震災復旧のために

47,972円

●災害復旧費 ●公債費

借金返済に（借換債含む）

35,161円

約51万円
特別会計を含めると
約76万円使われました

決算概要

23年度
決算

もとみや議会だより第27号�

一般会計予算はこのように使われました

Ｈ24．３．31の
住民基本台帳人口

31,216人

市民一人当たり



中学生医療費助成費の増加要因は

問　中学生までの医療費無料化が実施されている
が、開始２年目で件数・金額が、ともに３割以上増
加している。市では増加の要因をどのように捉え、
どのような対策を行うのか。
　また、近年叫ばれている中学生の体力低下も要因
となっているのか。

答　22年度は22年６月から23年３月までの10か月分
であり、23年度は12か月分の積算となっている。
　医療機関の重複受診や夜間の受診を控えていただ
くなどして、医療費の高騰を防止したい。
　震災の影響により屋外活動が制限され、体力の低
下やストレスの増加があったと考えており、要因の
一つと捉えている。

保険料未納者への対応は

問　後期高齢者医療会計に、普通徴収保険料の収入
未済、不納欠損がある。保険証の発行を停止し、被
保険者資格証明書や短期被保険者証の発行はあった
のか。
　また、それらの方にどのような対応をしたのか。

答　23年度末で５件の方に短期被保険者証を発行し
た。
　保険者は広域連合であるが、市が徴収を行ってい
るので、他の税目と同様に相談等に応じている。

白沢保育所の園庭の応急処置は

問　震災で白沢保育所の園庭が崩落したが、１年半
を経過してもいっさい手を付けられていない。
　本格的な復旧工事が始まる前に、応急的な措置は
できなかったのか。

答　国の災害査定や復旧工法の検討に時間がかかっ
てしまった。早急に何らかの対応をすべきであった
という反省もあるが、査定が終了したので早期に工
事を発注したい。

※現在は遊具を撤去し工事発注も完了しました。

決
算
審
査

質
疑
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

決算審査

平成23年度会計決算額
会　　　　計　　　　名 歳　入 歳　出

一 般 会 計 169億5,530万円 159億4,607万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
（ 事 業 勘 定 ） 29億5,269万円 29億3,854万円
（ 直 営 診 療 施 設 勘 定 ） １億1,152万円 １億　168万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 ２億3,932万円 ２億3,766万円

介 護 保 険 特 別 会 計
（ 保 険 事 業 勘 定 ） 18億3,549万円 18億　 16万円
（介護サービス事業勘定） 1,214万円 433万円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 ９億2,798万円 ８億8,863万円
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 １億5,481万円 １億2,777万円
工 業 用 地 造 成 事 業 特 別 会 計 ７億4,840万円 ７億4,661万円
工 業 用 地 資 産 運 用 事 業 特 別 会 計 １億1,462万円 １億1,462万円
阿 武 隈 川 左 岸 築 堤 用 地 取 得 事 業 特 別 会 計 １億6,800万円 １億4,960万円
水 道 事 業 会 計 ６億6,326万円 ７億6,604万円

総　　計 ��8億8,���万円 ��8億�,170万円

もとみや議会だより第27号 �



総
括
質
疑

市は税収減をどう捉えているのか

問　市債は増加しているが、その一方で税収は減っ
ていくことが予想される。
　今後の財政運営では、どのような点に注意すべき
と考えているのか。

答　税収が減れば必要な歳入を確保できなくなると
いう懸念がある。さらに、原発事故の賠償がいつ行
われるか明確でないなど、財政運営が厳しい状況で
あるが、まず、市民の安全・安心を確保するために、
教育施設の耐震化工事を早期に行いたい。
　財政調整基金の残高や、自主的財政健全化計画、
県への償還など長期的な計画を見定め、また、臨時
財政対策債を活用するなど、今後も気を引き締めて
取り組んでいきたい。

ホームページの管理は

問　CMS（コンテンツマネジメントシステム）の導
入によりホームページの更新回数が大幅に増加した
が、一度掲載した情報の削除までの期間は定めてい
るのか。
　ページ数の増加はサーバーの容量を圧迫すること
になり、また、古いデータが残ったままでは、市民に
最新の情報を提供する妨げともなる。内容によって
異なるが、削除までの基本期間を設けるべきでは。

答　ページを作成した際に、公開終了の日時を指定
できる。期限を指定しなかったものについては各課
で責任を持って処理する。
　ホームページはリアルタイムな情報を発信しなけ
ればならないため、常に掲載情報を更新し続ける必
要がある。各課では情報の更新を徹底し、また、秘
書広報課では内容を確認し、古いページが掲載され
たままにならないよう注意したい。

滞納対策を徹底すべき

問　収入未済額を抑えなければ、不納欠損が増加し
てしまう。今後どのような対策を講じるのか。
　また、徴収専門の職員を配置している自治体もあ
るが、本市でも検討しては。

答　納税者間の公平性を保ち、適正な課税を行うこ
とは非常に重要なことである。実態を十分に調査し、
場合によっては滞納処分を厳正に行うなど、対応し
ていきたい。
　専門の職員配置については、様々な意見を伺いな
がら検討していきたい。

23年度
決算

決算審査

財政健全化の４指標、すべて基準を下回る

 

問 　

実
質
公
債
費
比
率
等

が
改
善
さ
れ
て
き
た
が
、
現

在
の
市
長
の
思
い
は
。

　

ま
た
、
財
政
健
全
化
も
大

切
だ
が
、
そ
の
た
め
に
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
犠
牲
に
す
る
べ

き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

 

答 　

実
質
公
債
費
比
率
は

目
標
で
あ
っ
た
18
％
を
切

り
、
16
％
台
と
な
っ
た
。
議

会
、
市
民
の
協
力
の
も
と
に

実
現
で
き
た
と
考
え
る
。

　

財
政
健
全
化
の
指
標
の
改

善
は
、
合
併
を
機
に
、
様
々

な
形
で
財
政
健
全
化
に
努
め

た
成
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

現
在
は
合
併
に
よ
り
、
交
付

税
等
で
優
遇
を
受
け
て
い
る

期
間
で
あ
る
が
、
そ
の
終
了

後
も
、
安
定
し
た
財
政
運
営

が
で
き
る
基
盤
を
確
保
す
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

ま
た
、
自
主
的
財
政
健
全

化
計
画
を
遵
守
し
な
が
ら

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
は
非
常
に
大
切
で
あ
る
。

人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
、
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ

せ
、
他
自
治
体
と
差
別
化
を

図
り
な
が
ら
市
の
Ｐ
Ｒ
行
っ

て
い
き
た
い
。

健全化判断比率 平成23年度 平成22年度 早期健全化
基準

①実質赤字比率 － － 13.75％
②連結実質赤字比率 － － 18.75％
③実質公債費比率 16.4％ 18.3％ 25.0％
④将来負担比率 166.2％ 187.9％ 350.0％

※実質公債費比率
一般会計等が負担する元利償還
金及び準元利償還の標準財政規
模に対する比率

※将来負担比率
一般会計等が将来負担すべき実
質的な負債の標準財政規模に対
する比率

（①②は黒字決算のため数値なし）

もとみや議会だより第27号7



総務文教常任委員会
　総務文教常任委員会には、一般会計補正予算（第７号）のほか１件の
議案が付託されました。
　主な審議内容は次のとおりです。

現地調査（五百川小学校）

常任委員会審査

現
地
調
査

 

研
修
項
目 

○
北
海
道
恵
庭
市

「
学
校
教
育
基
本
方
針
策
定

に
つ
い
て
」

○
北
海
道
富
良
野
市

「
情
報
共
有
と
市
民
参
加
の

ル
ー
ル
条
例
（
自
治
基
本
条

例
）
に
つ
い
て
」

 

期
日 

○
７
月
４
日　

恵
庭
市

○
７
月
５
日　

富
良
野
市

 

研
修
結
果 

【
北
海
道
恵
庭
市
】

　

学
校
教
育
基
本
方
針
の
策

定
に
あ
た
り
「
こ
れ
か
ら
の

時
代
の
流
れ
と
、
子
ど
も
達

の
未
来
を
見
据
え
た
教
育
」、

「
市
全
体
で
の
学
校
配
置
」、

「
少
人
数
の
特
性
を
生
か
し

た
特
認
校
制
度
」
な
ど
の
調

査
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

特
認
校
制
度
は
、
児
童
数

の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
地
区

の
学
校
を
特
認
校
に
指
定

し
、
少
人
数
の
特
性
を
生
か

し
た
学
級
編
成
や
、
少
人
数

教
育
等
の
特
色
あ
る
教
育
活

動
を
行
い
、希
望
す
る
児
童・

保
護
者
に
対
し
校
区
外
か
ら

の
入
学
や
転
校
を
認
め
、
児

童
数
の
減
少
に
歯
止
め
を
か

一
般
会
計

　

補
正
予
算

 

説
明 　

表
彰
該
当
者
が
増

加
し
た
こ
と
か
ら
、
報
償
費

等
を
増
額
補
正
す
る
。

 

問 　

表
彰
該
当
者
が
増
加

し
た
理
由
は
。

 

答 　

寄
附
し
て
い
た
だ
い

た
方
々
に
対
す
る
善
行
表

彰
や
、
消
防
団
の
幹
部
退
団

者
の
一
般
功
労
表
彰
の
増
加

が
主
な
要
因
で
あ
る
。

現
地
調
査

　

五
百
川
小
学
校
耐
震
化

事
業
と
白
沢
中
学
校
プ
ー

ル
の
中
学
校
災
害
復
旧
事

業
の
、
現
状
確
認
と
今
後
の

事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

け
、
学
校
存
続
の
た
め
に
実

施
し
て
い
る
。

　

入
学
希
望
者
が
増
加
し
、

現
在
は
抽
選
を
実
施
す
る
ほ

ど
の
状
況
で
あ
り
、
大
き
な

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
に
向
け
、
策
定
プ

ロ
セ
ス
の
中
で
十
分
な
議
論

を
重
ね
、
明
確
な
形
で
課
題

と
施
策
を
学
校
教
育
基
本
方

針
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

今
回
の
研
修
は
、
本
宮
市

教
育
振
興
基
本
計
画
の
策
定

に
向
け
て
、
大
変
、
収
穫
の

あ
る
有
意
義
な
研
修
と
な
っ

た
。

【
北
海
道
富
良
野
市
】

　
「
自
治
の
基
本
原
則
」、「
市

民
、
行
政
等
の
役
割
と
責

任
」、「
情
報
公
開
」、「
計
画

策
定
」
等
の
、
自
治
推
進
制

度
に
つ
い
て
定
め
た
情
報
共

有
と
市
民
参
加
の
ル
ー
ル
条

例
（
自
治
基
本
条
例
）
を
制

定
し
て
い
る
。

　

自
治
基
本
条
例
で
規
定
す

る
ル
ー
ル
や
市
民
参
加
の
手

続
き
手
法
等
は
、
自
治
の
基

本
原
則
で
も
あ
り
、
本
来
は

行
政
執
行
の
中
で
平
時
か
ら

当
然
に
機
能
す
べ
き
も
の
で

あ
る
。

　

研
修
を
通
し
て
、
市
民
・

行
政
・
議
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
と
役
割
か
ら
、
本
市
で

の
住
民
自
治
の
あ
り
方
や
現

状
を
勘
案
し
つ
つ
、
自
治
基

本
条
例
に
定
め
ら
れ
た
ル
ー

ル
等
を
検
証
し
た
結
果
、
こ

れ
ら
を
推
進
す
る
こ
と
は
行

政
が
市
民
に
対
し
て
果
た
す

べ
き
義
務
で
あ
る
と
改
め
て

痛
感
し
た
。

恵庭市での調査

もとみや議会だより第27号 8



生活福祉常任委員会
　生活福祉常任委員会には、本宮市税特別措置条例の一部を改正する
条例制定についてほか８件の議案が付託されました。
　主な審議内容は、次のとおりです。

本
宮
市
税
特
別
措

置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

 

説
明 　

東
日
本
大
震
災
復

興
特
別
区
域
法
の
制
定
に
よ

り
、
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
に
併
せ
、
企
業
立
地
促
進

法
に
規
定
す
る
不
均
一
課
税

を
課
税
免
除
に
改
め
る
た

め
、
平
成
25
年
度
課
税
分
か

ら
、
課
税
を
免
除
す
る
。

 
問 　

課
税
免
除
の
対
象
と

な
る
企
業
数
は
。

 

答 　

従
来
か
ら
の
不
均
一

課
税
分
が
２
社
、
東
日
本
大

震
災
復
興
特
別
区
域
法
よ

り
対
象
と
な
る
企
業
が
３
社

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

本
宮
市
子
ど
も
医

療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

 

説
明 　

県
が
10
月
か
ら
、

原
子
力
災
害
に
か
か
る
子
育

て
支
援
と
し
て
「
18
歳
以
下

の
県
民
に
対
す
る
医
療
費
の

無
料
化
」
を
実
施
す
る
こ
と

に
伴
い
、
当
該
条
例
を
一
部

改
正
す
る
。

 

問 　

県
外
へ
避
難
し
て
い

る
場
合
は
。

 

答 　

本
市
に
住
民
票
が
あ

れ
ば
、
県
外
の
医
療
機
関
の

受
診
も
無
料
と
な
る
。

一
般
会
計

　

補
正
予
算

 

問 　

除
染
で
生
じ
る
廃
棄

物
の
仮
置
き
場
工
事
は
隣
接

地
全
員
の
同
意
を
得
て
か
ら

着
工
と
な
る
の
か
。

 

答 　

法
的
に
同
意
を
必
要

と
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

で
き
る
限
り
全
員
か
ら
の
同

意
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
。

現
地
調
査

　

社
会
福
祉
法
人
銀
河
の

現
地
調
査
を
実
施
し
、
新
設

さ
れ
た
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
現
状

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、

説
明
を
受
け
た
。

現地調査（ケアホーム）

常任委員会審査

視
察
研
修

 

研
修
項
目 

○
北
海
道
江
別
市

「
水
害
対
策
を
中
心
と
し
た

防
災
対
策
事
業
に
つ
い
て
」

○
北
海
道
滝
川
市

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
地
域

体
操
教
室
と
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
事
業
に
つ
い
て
」

 

期
日 

○
７
月
４
日　

江
別
市

○
７
月
５
日　

滝
川
市

 

研
修
結
果 

【
北
海
道
江
別
市
】

　

防
災
対
策
事
業
と
し
て
、

市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る

た
め
積
極
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
、
防
災
安
心

マ
ッ
プ
で
は
避
難
所
や
浸
水

想
定
区
域
は
も
と
よ
り
、
災

害
時
の
行
動
や
日
頃
の
備
え

な
ど
防
災
情
報
を
網
羅
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
緊
急
速
報
エ
リ
ア

メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に

つ
い
て
、
防
災
行
政
無
線
等

に
よ
る
音
声
伝
達
は
、
放
送

内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
場
合

も
あ
る
た
め
、
災
害
関
連
情

報
を
迅
速
か
つ
多
人
数
に
配

信
す
る
こ
と
が
出
来
る
エ
リ

ア
メ
ー
ル
を
活
用
し
、
災
害

時
の
被
害
軽
減
を
図
っ
て
い

る
。

　

本
市
が
目
指
す
、
安
全
・

安
心
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
て
先
進
事

例
を
視
察
し
た
こ
と
は
大
変

有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。

【
北
海
道
滝
川
市
】

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
と
閉

じ
こ
も
り
防
止
を
目
的
と
し

て
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
と
、

そ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
実
施
し
て
い
る
。

　

本
市
で
も
介
護
予
防
と
地

域
つ
く
り
が
一
体
化
し
た
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
感

じ
た
。
創
造
性
と
活
力
あ
る

本
宮
市
の
実
現
の
た
め
、
更

な
る
高
齢
化
に
備
え
、
独
自

の
予
防
介
護
事
業
を
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
。

江別市での調査

もとみや議会だより第27号�



産業商工常任委員会
　産業商工常任委員会には、陳情１件、意見書審査１件と一般会計補正
予算（第７号）の３件の議案が付託されました。
　主な審議内容は、次のとおりです。

常任委員会審査

陳
情
審
査

 

説
明 　

イ
ノ
シ
シ
の
被
害

は
白
沢
地
区
で
は
平
成
15
年

か
ら
、
本
宮
地
区
で
は
平
成

22
年
か
ら
確
認
さ
れ
て
お

り
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

 

問 　

現
在
の
対
策
は
。

 

答 　

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
の
手

法
は
、
く
く
り
ワ
ナ
、
箱
ワ

ナ
が
あ
る
。
現
在
は
耕
作
放

棄
に
よ
っ
て
イ
ノ
シ
シ
の
生

息
域
と
人
の
生
活
圏
が
接

近
し
て
い
る
た
め
、
刈
払
い

等
に
よ
る
緩
衝
地
帯
の
設
置

や
耕
地
を
電
気
柵
で
囲
む
こ

と
に
よ
る
侵
入
防
止
策
が

有
効
と
さ
れ
て
い
る
。
捕
獲

に
は
限
界
が
あ
り
、
集
落
単

位
で
の
対
策
が
不
可
欠
で
あ

る
。意

見
書
審
査

 

説
明 　

本
年
10
月
か
ら
環

境
税
が
導
入
さ
れ
る
が
、
そ

の
財
源
の
一
部
を
森
林
保
全

の
現
場
で
あ
る
地
方
へ
還
元

す
る
こ
と
を
国
へ
求
め
る
主

旨
の
意
見
書
で
あ
る
。

 

意
見 　

県
土
の
７
割
が
森

林
で
あ
る
福
島
県
に
と
っ
て

森
林
保
全
は
重
要
な
課
題
で

あ
り
、「
意
見
書
」
を
国
へ

提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

一
般
会
計

　

補
正
予
算

 

説
明 　

就
労
対
策
費
の
補

正
は
、
原
発
事
故
に
よ
っ
て

悪
化
し
て
い
る
農
産
物
直
売

所
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

意
見 　

雇
用
の
継
続
、
売

上
の
伸
張
、
顧
客
の
回
復

等
、
課
題
を
踏
ま
え
て
対
応

す
べ
き
。

 

説
明 　

農
林
地
の
除
染
の

事
業
を
計
上
し
た
。
米
の
全

量
全
袋
検
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
事
業
量
等
を
判
断
す
る
。

 

問 　

除
染
は
事
業
費
が
大

き
い
た
め
、
作
業
受
託
者
に

一
時
的
に
で
も
負
担
を
負
わ

せ
る
こ
と
は
適
当
で
は
な

い
。
前
払
い
や
進
捗
に
応
じ

た
支
払
い
等
対
応
で
き
る
の

か
。

 
答 　

農
用
地
の
除
染
は
、

進
捗
に
応
じ
た
支
払
い
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

現
地
調
査

　

青
田
字
石
編
田
地
内
の
草

地
除
染
実
施
状
況
と
青
田

字
銭
瓶
地
内
の
イ
ノ
シ
シ
被

害
の
現
地
調
査
を
実
施
し
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

視
察
研
修

 

研
修
項
目 

○
佐
賀
県
佐
賀
市

「
地
産
地
消
の
取
組
み
状
況

に
つ
い
て
」

○
佐
賀
県
武
雄
市

「
市
内
物
産
振
興
策
状
況
に

つ
い
て
」

 

研
修
期
日 

○
７
月
３
日　

佐
賀
市

○
７
月
４
日　

武
雄
市

 

研
修
結
果 

【
佐
賀
県
佐
賀
市
】

　

平
成
21
年
に
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
生
か
す
目
的
で
、

佐
賀
市
農
業
振
興
基
本
計

画
を
策
定
し
、
北
部
と
南
部

の
農
業
を
区
分
し
な
が
ら
農

政
を
進
め
て
い
る
。

　

そ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
第
一
に
「
地
産
地
消
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
掲
げ
て
「
佐

賀
フ
ァ
ー
ム
マ
イ
レ
ー
ジ
運

動
」
を
展
開
し
て
お
り
、
一

例
と
し
て
安
全
・
安
心
な
市

内
産
の
農
産
物
に
、
目
印
と

し
て
、
金
（
５
点
）
銀
（
３

点
）
赤
（
１
点
）
の
「
う
ま

さ
が
シ
ー
ル
」
を
貼
り
、
販

売
・
購
入
を
促
進
し
、
地
産

地
消
を
推
進
し
て
い
る
。

【
佐
賀
県
武
雄
市
】

　

市
広
報
、
行
政
機
構
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）

を
導
入
し
て
お
り
、
市
と
市

民
、
市
と
市
の
応
援
者
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

平
成
23
年
８
月
に
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
へ
完
全
移
行
し
、

更
に
、
同
年
11
月
に
は
自
治

体
直
営
で
地
元
産
品
販
売
の

専
門
ペ
ー
ジ
「
Ｆ
＆
Ｂ
良
品

武
雄
」
を
開
設
し
た
。
こ
れ

は
、
地
元
業
者
な
ど
の
商
品

を
選
定
し
て
無
料
で
掲
載
す

る
と
い
う
も
の
で
、
地
域
の

所
得
向
上
、
市
の
情
報
発

信
、
自
治
体
直
営
物
販
ス

キ
ー
ム
の
確
立
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

両
市
と
も
こ
れ
ま
で
の
常

識
の
枠
を
超
え
て
新
た
な
政

策
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
お

り
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
。武雄市での調査
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建設水道常任委員会
　建設水道常任委員会には、一般会計補正予算（第７号）ほか４件の議
案が付託されました。
　主な審議内容は、次のとおりです。

常任委員会審査

一
般
会
計

　

補
正
予
算

 

説
明 　

市
道
堀
切
・
赤
坂

線
の
名
郷
橋
完
成
に
伴
う

竣
工
式
を
実
施
す
る
。

 

問 　

名
郷
橋
の
竣
工
式
を

開
催
す
る
趣
旨
は
。

 

答 　

名
郷
橋
は
、
東
西
を

つ
な
ぐ
幹
線
道
路
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
度
よ
り

着
手
し
、
用
地
取
得
や
工
事

等
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
竣
工
式
を
実
施
し
た
い
。

 

意
見 　

自
主
的
財
政
健
全

化
計
画
に
基
づ
き
、
市
政
を

執
行
し
て
い
る
本
市
の
現
状

を
き
ち
ん
と
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
。
竣
工
式
を
開
催
す

る
趣
旨
を
検
討
し
、
式
典
の

あ
り
方
や
内
容
の
見
直
し
を

し
た
う
え
で
、
必
要
最
小
限

で
の
事
業
執
行
に
努
め
る
べ

き
で
あ
る
。

下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

 

説
明 　

阿
武
隈
川
左
岸
築

堤
事
業
に
伴
う
、
東
町
裏
地

内
の
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
整

備
、
及
び
兼
谷
平
地
内
の
汚

水
枝
線
整
備
を
実
施
す
る
。

 

問 　

兼
谷
平
地
内
の
汚
水

枝
線
設
置
工
事
の
内
容
は
。

 

答 　

震
災
に
伴
う
住
宅
の

修
復
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

下
水
道
事
業
の
認
可
を
得
て

い
る
地
域
で
あ
る
が
、
未
整

備
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

回
の
住
宅
修
復
に
併
せ
て
汚

水
枝
線
の
整
備
を
す
る
。

現
地
調
査

　

み
ず
い
ろ
公
園
除
染
作

業
予
定
箇
所
や
阿
武
隈
川

本
築
堤
工
事
箇
所
、
道
路
、

水
路
、
水
道
工
事
箇
所
の
８

箇
所
の
現
地
調
査
を
実
施

し
、
現
状
確
認
と
今
後
の
事

業
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

現地調査（みずいろ公園）

視
察
研
修

 

研
修
項
目 

○
北
海
道
苫
小
牧
市

「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く

水
道
事
業
に
つ
い
て
」

○
北
海
道
小
樽
市

「
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画

事
業
に
つ
い
て
」

 

期
日 

○
７
月
４
日　

苫
小
牧
市

○
７
月
５
日　

小
樽
市

 

研
修
結
果  

【
北
海
道
苫
小
牧
市
】

　

水
道
が
市
民
生
活
と
社
会

経
済
活
動
に
不
可
欠
な
基
盤

施
設
と
し
て
定
着
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
持
続
」
を
目

標
と
し
て
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
水
道

事
業
の
現
状
を
分
析
・
評
価

し
「
持
続
可
能
な
水
道
」
と

「
災
害
に
強
い
水
道
」
の
２

つ
の
柱
を
基
本
理
念
に
掲

げ
、
概
ね
21
世
紀
中
ご
ろ
を

見
通
し
た
長
期
的
な
視
点
で

将
来
像
、
目
標
を
設
定
し
、

実
現
方
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　

大
震
災
を
経
験
し
た
本
市

に
と
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り

水
道
供
給
を
続
け
て
い
く
た

め
に
も
、
新
た
な
水
道
事
業

を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
感
じ
た
。

【
北
海
道
小
樽
市
】

　

社
会
情
勢
の
変
化
等
に
伴

い
、
市
営
住
宅
の
計
画
的
な

建
替
え
、
改
善
、
用
途
廃
止

な
ど
を
進
め
る
た
め
、「
公

営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
」
を

策
定
し
て
い
る
。

　

計
画
で
は
、
市
営
住
宅
ご

と
に
、
長
寿
命
化
の
た
め
の

維
持
管
理
計
画
を
定
め
て
お

り
、
効
率
的
な
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
建

替
え
等
を
実
施
し
た
市
営
住

宅
の
現
地
調
査
も
行
っ
た
が
、

誰
も
が
住
み
よ
い
と
思
う
住

宅
に
整
備
さ
れ
て
い
た
。

　

本
市
の
市
営
住
宅
も
老
朽

化
等
が
進
ん
で
お
り
、
今
後

は
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
対

応
し
た
施
策
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

小樽市の調査
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委 員 長 國分　義之
副 委 員 長 渡辺　秀雄
委 員 佐々木広文 川名　順子

遠藤　孝夫 渡辺由紀雄
矢島　義謙 川名　正勝
国分　民雄 国分　勝広

特別委員会審査

東日本大震災対策特別委員会

今後も調査・検討を継続
　

８
月
２
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、「
市
有
地
２
箇
所
の

仮
置
き
場
候
補
地
の
現
状
」、

「
農
産
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
状
況
」、「
平
成
24
年
産
米

の
全
袋
検
査
」、「
長
屋
地
区

の
仮
置
き
場
」、「
福
島
県
県

中
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

下
水
汚
泥
の
処
理
」
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
の
「
本
宮
字
上

千
束
と
稲
沢
字
高
野
地
内

の
市
有
地
２
箇
所
は
候
補
地

と
し
て
、
再
度
協
議
す
る
準

備
は
あ
る
の
か
。」
と
の
質

問
に
対
し
、
市
か
ら
は
「
今

は
大
字
単
位
で
仮
置
き
場

を
見
つ
け
る
こ
と
に
重
点
を

置
い
て
い
き
た
い
。
市
有
地

２
箇
所
は
、
候
補
地
と
し
て

今
後
も
協
議
し
て
い
き
た

い
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

次
に
、「
24
年
産
米
の
全
袋

検
査
は
ど
こ
が
行
う
の
か
、

ま
た
生
産
者
に
は
ど
の
よ
う

に
周
知
す
る
の
か
」
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
市

か
ら
は
、「
再
生
協
議
会
で

検
査
を
実
施
し
、
協
議
会
の

中
で
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
報

告
し
、
了
解
を
い
た
だ
い
た

後
に
、
生
産
者
に
周
知
す

る
。」
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
市
か
ら
「
県
中
浄

化
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
て

い
る
下
水
汚
泥
の
減
容
化
を

図
る
た
め
、
仮
設
の
焼
却
施

設
を
セ
ン
タ
ー
内
に
建
設

し
、
来
年
９
月
に
稼
働
さ
せ

る
方
針
が
環
境
省
よ
り
示
さ

れ
た
。
仁
井
田
・
糠
沢
地
区

の
一
部
住
民
と
企
業
を
対
象

に
、
説
明
会
を
実
施
す
る
。」

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
焼
却
処
分
後

の
溶
融
ス
ラ
グ
と
焼
却
灰
の

保
管
場
所
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
、
市
か
ら
は
「
焼
却
す

る
と
20
分
の
１
に
減
量
さ
れ

る
の
で
、
現
在
の
施
設
の
中

で
保
管
は
可
能
で
あ
る
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
は
、
引
き
続

き
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

害
か
ら
の
早
期
復
興
に
向
け

て
、
調
査
・
検
討
を
し
ま
す
。

議会活性化検討特別委員会を設置

　

９
月
20
日
の
定
例
会
最

終
日
に
、
議
会
活
性
化
検
討

特
別
委
員
会
設
置
の
議
員

発
議
が
提
出
さ
れ
、
質
疑
・

討
論
・
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

反
対
討
論

　

議
会
活
性
化
と
い
う
目

標
の
達
成
は
、
特
別
委
員
会

で
検
討
し
な
く
と
も
可
能
で

あ
る
。

　

ま
た
、
活
性
化
は
特
別
委

員
会
を
設
置
し
た
か
ら
と

言
っ
て
進
む
も
の
で
は
な

い
。

　

今
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
議
員
全
体
で
学
習
し
、

議
員
資
質
の
向
上
を
図
る
こ

と
で
あ
る
。

議会活性化検討特別委員会

提案理由
　昨今の地方自治体を取り巻く情勢
の変化で、地方議会の重要性はます
ます高まっている。
　市議会としての役割を果たすため、
市民ニーズを的確に把握し、常に議
会改革と活性化に取り組まなければ
ならない。
　行政監視機能の強化、市民に開か
れた議会運営の確立など様々な事例
を調査・検討し、議会活性化を図る。

下水汚泥溶融施設（県中浄化センター内）
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議員発議

議員定数
24人から20人へ

　

本
市
議
会
は
現
在
の
議

員
定
数
を
24
名
か
ら
４
名

削
減
し
、
20
名
と
す
る
「
本

宮
市
議
会
議
員
定
数
条
例
」

を
賛
成
20
対
反
対
２
の
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

新
し
い
定
数
は
、
次
の
一
般

選
挙
か
ら
適
用
に
な
り
ま

す
。

　

議
員
定
数
の
削
減
は
、
近

隣
市
議
会
の
動
向
や
市
の

財
政
状
況
を
鑑
み
、
議
員
発

議
で
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
議
員
４
名
分
の
報
酬
な

ど
年
間
で
約
１
，
８
６
０
万

円
の
経
費
が
削
減
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
同
時
に
提
出
さ
れ

た
議
員
定
数
を
24
人
と
す

る
条
例
案
は
、
一
事
不
再
議

の
原
則
※
に
従
い
議
決
不
要

と
な
り
ま
し
た
。

反
対
討
論

◦
憲
法
を
守
り
住
民
本
位
の

地
方
自
治
を
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
議
会
は

住
民
の
代
表
で
あ
り
、
議
員

は
民
意
を
反
映
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

災
害
対
策
が
最
重
要
課

題
で
あ
る
こ
の
時
期
に
議
員

を
減
ら
す
こ
と
は
民
意
を
削

る
こ
と
で
あ
り
、
現
在
の
議

員
定
数
を
減
ら
す
必
要
は

な
い
。

◦
合
併
時
に
36
人
在
籍
し
た

議
員
が
24
人
と
な
っ
た
。
市

議
会
と
し
て
の
歴
史
が
浅
い

中
で
議
員
定
数
は
削
減
す
べ

き
で
は
な
い
。

賛
成
討
論

◦
議
員
定
数
等
問
題
調
査
特

別
委
員
長
報
告
に
あ
っ
た
よ

う
に
、
昨
年
の
９
月
以
降
、

８
回
に
わ
た
る
調
査
・
審
議

を
経
た
も
の
で
あ
り
、
委
員

会
と
し
て
多
数
の
意
見
に
よ

り
提
出
し
た
議
案
で
あ
り
、

尊
重
す
べ
き
。提案理由

　合併時の「安達郡本宮町及び同郡白沢村の廃置分
合に伴う議会議員の定数に関する協議」により定めら
れた議員定数24人を、地方自治法第91条第１項の規
定に基づき、新たに議員定数を条例で定める。
　９月定例会の初日に、本市議会の議員定数は次期
一般選挙から20名とすべきとの議会議員定数等問題
調査特別委員長報告に基づき、本案を提出する。
　委員会では、計８回にわたり慎重審議がなされ、こ
の結論となった。
　議会は、議決機関として大きな機能と重要な責務
を担っており、議員定数の減少が、かかる機能の行使
や責務の遂行の障害とならないよう、私たち議員は一
層の研鑽に努め、より効率的な議会運営を図らなけれ
ばならない。

本宮市議会議員定数条例を可決

会
派
制
・
政
務
活
動
費
の

　

導
入
を
検
討

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
議
長
よ
り
諮
問
を
受

け
、
会
派
制
と
政
務
活
動
費
の
導
入
に
向
け
た
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
派
と
は
議
会
で
同
じ
政
策
を
持
つ
議
員
の
集

団
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
市
議
会
で
会
派
制
に
よ

る
議
会
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
政
務
活
動
費
と
は
地
方
自
治
法
で
規
定

さ
れ
た
、
議
員
の
調
査
研
究
や
活
動
に
必
要
な
経

費
の
一
部
と
し
て
支
給
す
る
も
の
で
す
。

※一事不再議　…　同一会期中に一度議決された事件は、
再び審議しない議事運営
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議決結果

議決結果一覧表
諮問第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同　　意
諮問第４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同　　意
議案第71号 自治功労表彰について 同　　意
議案第72号 特別功労表彰について 同　　意
議案第73号 特別功労表彰について 同　　意
議案第74号 特別功労表彰について 同　　意
議案第75号 特別功労表彰について 同　　意

議案第76号 専決処分の承認を求めることについて
（専決第12号　本宮市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例制定について） 承　　認

議案第77号 本宮市介護保険財政安定化基金特例交付金基金条例制定について 原案可決確定
議案第78号 本宮市税特別措置条例の一部を改正する条例制定について 原案可決確定
議案第79号 本宮市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決確定
議案第80号 本宮市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 原案可決確定
議案第81号 小学校コンピュータシステムの購入契約について 原案可決確定
議案第82号 平成23年度本宮市一般会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第83号 平成23年度本宮市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第84号 平成23年度本宮市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第85号 平成23年度本宮市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第86号 平成23年度本宮市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第87号 平成23年度本宮市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第88号 平成23年度本宮市工業用地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第89号 平成23年度本宮市工業用地資産運用事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第90号 平成23年度本宮市阿武隈川左岸築堤用地取得事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定
議案第91号 平成23年度本宮市水道事業会計決算認定について 認　　定
議案第92号 平成24年度本宮市一般会計補正予算（第７号） 原案可決確定
議案第93号 平成24年度本宮市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決確定
議案第94号 平成24年度本宮市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決確定
議案第95号 平成24年度本宮市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決確定
議案第96号 平成24年度本宮市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決確定
議案第97号 平成24年度本宮市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決確定
議案第98号 平成24年度本宮市工業用地造成事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決確定
議案第99号 平成24年度本宮市工業用地資産運用事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決確定
議案第100号 平成24年度本宮市阿武隈川左岸築堤用地取得事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決確定
議案第101号 平成24年度本宮市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決確定
報告第13号 平成23年度本宮市継続費精算報告書について ―
報告第14号 平成23年度本宮市水道事業会計継続費精算報告書について ―
報告第15号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく平成23年度健全化判断比率及び資金不足比率について ―
発議第６号 本宮市議会議員定数条例の制定について 原案可決確定
発議第７号 本宮市議会議員定数条例の制定について 議決不要
発議第８号 議会活性化検討特別委員会の設置について 原案可決確定
発議第９号 地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書 原案可決確定

議員派遣について 決　　定
閉会中継続調査申出書
　事務事業における懸案事項の調査について（各常任委員会） 決　　定

受理番号 受理年月日 付託委員会 件名及び趣旨 提出者 審議結果

陳情第２号 平成24年８月20日 産業商工 イノシシによる水田被害に対す
る陳情書

鈴木　達男
開墾町内会長　遠藤　　久 採　択

陳情第３号 平成24年８月24日 生活福祉 山林に対する固定資産税の免税
措置に関する陳情書

福島県北森林組合
代表理事組合長　渡辺　恒雄
福島県森林組合連合会
代表理事会長　國井　常夫

不採択

請願・陳情文書表
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一
般
質
問市

政
を　
　

う
問13

人
の
議
員
が
登
壇

問
合
併
前
か
ら
五
百
川

駅
周
辺
整
備
の
必
要

性
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、

本
宮
駅
前
東
口
広
場
も
整
備

さ
れ
た
今
、
着
手
す
る
時
期

が
来
た
と
思
わ
れ
る
。
本
宮

イ
ン
タ
ー
を
含
め
た
地
域
の

将
来
構
想
を
早
急
に
立
て
、

現
在
見
直
し
を
検
討
し
て
い

る
各
種
計
画
に
反
映
さ
せ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
土
地
利
用
を
含
め
、
将

来
的
な
五
百
川
駅
周

辺
の
活
性
化
に
向
け
協
議
し

て
お
り
、
今
年
度
中
を
目
処

に
、
あ
る
程
度
構
想
等
を
決

め
た
い
。
総
合
計
画
の
後
期

基
本
計
画
は
25
年
度
中
に

準
備
を
進
め
る
た
め
、
現
在

実
施
し
て
い
る
各
種
計
画
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
計
画
に

盛
り
込
む
。

問
震
災
に
よ
る
市
内
の
家

屋
損
壊
件
数
は
、
半
壊

が
３
０
２
件
、
大
規
模
半
壊

が
75
件
、
全
壊
が
99
件
と

聞
く
。
市
は
災
害
見
舞
金
や

家
屋
修
復
に
向
け
て
、
被
災

住
宅
の
見
舞
金
を
支
給
し
て

き
た
が
、
い
ま
だ
修
復
さ
れ

て
い
な
い
家
屋
も
あ
る
。
実

態
を
把
握
し
支
援
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
実
態
の
把
握
は
困
難
。

困
り
ご
と
が
あ
れ
ば

ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。
損

害
判
定
の
再
調
査
は
要
望
に

応
じ
て
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

被
災
者
生
活
再
建
の
支
援

金
や
見
舞
金
の
支
給
は
継

続
し
て
い
く
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
新
た
な
支
援
に
つ
い
て

は
予
定
し
て
い
な
い
。

その他の質問
・行政区制度について
・風評被害対策について

問　

五
百
川
駅
周
辺
の
整
備
計
画
は

　

答　

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
盛
り
込
む

渡辺秀雄
議員

問　

被
災
家
屋
修
復
の
実
態
は

　

答　

支
援
金
・
見
舞
金
の
支
給
は
継
続

将来を見据えた整備計画を策定すべき（五百川駅）

もとみや議会だより第27号1�



問
①
本
宮
駅
前
開
発
に

伴
う
市
内
全
域
の
活

性
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

②
早
急
に
工
業
団
地
を
造
成

す
べ
き
で
は
。

③
未
舗
装
・
未
修
復
道
路
解

消
の
今
後
の
見
通
し
は
。

④
「
へ
そ
の
ま
ち
」
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

答
①
地
域
特
性
の
活
用
、

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
等
を

行
い
、
市
全
体
で
均
衡
あ
る

活
性
化
を
図
り
た
い
。

②
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
十
分
検
討
す
る
。

③
住
民
の
声
を
聞
き
な
が

ら
舗
装
等
を
進
め
た
い
。

④
県
の
へ
そ
と
い
う
ネ
ー
ム

バ
リ
ュ
ー
を
発
信
し
た
い
。

問
①
学
校
教
育
・
家
庭

教
育
・
社
会
教
育
の
あ

り
方
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

②
心
の
教
育
と
愛
国
心
に
つ

い
て
、
ど
う
指
導
し
て
い
る

の
か
。

③
不
登
校
、
い
じ
め
等
に
対

す
る
教
員
の
姿
勢
は
。

答
①
家
庭
・
地
域
・
学
校

の
そ
れ
ぞ
れ
が
教
育
に

対
す
る
責
任
を
果
た
し
、
連

携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
達
を

見
守
る
環
境
を
整
備
す
る
。

②
道
徳
の
授
業
を
要
と
し

て
、
様
々
な
教
科
で
指
導
し

て
い
る
。

③
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
る
。

その他の質問
・放射能対策について

問
近
年
原
発
に
代
わ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。
特
に
太

陽
光
発
電
は
参
入
す
る
法
人

が
増
え
て
い
る
が
、
市
に
は

法
人
誘
致
の
た
め
の
補
助
は

な
い
の
か
。
ま
た
、
除
染
廃

棄
物
の
仮
置
き
場
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
活
用
し

て
は
。

答
法
人
へ
の
補
助
は
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
場
合
、

パ
ネ
ル
を
置
く
だ
け
で
雇
用

は
生
ま
れ
ず
、
一
部
が
税
の

対
象
に
な
る
だ
け
な
の
で
厳

し
い
。

　

新
し
い
公
共
施
設
を
つ
く

る
と
き
に
は
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
指

示
し
て
い
る
。

問
子
ど
も
の
読
書
離
れ

の
一
因
と
し
て
親
も
読

書
離
れ
し
て
い
る
か
ら
だ
と

い
う
説
が
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
マ
ン
ガ

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
文
化
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、

読
書
の
「
導
入
」
と
し
て
活

用
し
て
は
ど
う
か
。

答
保
護
者
と
子
ど
も
が

一
緒
に
本
を
読
む
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

　

マ
ン
ガ
は
内
容
を
十
分
検

討
し
た
上
で
各
学
校
に
置
い

て
あ
る
。
読
書
へ
の
導
入
と

し
て
マ
ン
ガ
を
使
う
の
は
有

効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

その他の質問
・まちおこし、経済復興について

問　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
補
助
は

　

答　

市
と
し
て
の
助
成
は
厳
し
い

菊田広嗣
議員

問　

児
童
の
読
書
活
動
の
推
進
は

　

答　

年
齢
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る

問　

市
内
全
体
の
活
性
化
は

　

答　

均
衡
あ
る
活
性
化
を
図
る

矢島義謙
議員

問　

不
登
校
、
い
じ
め
な
ど
へ
の
対
応
は

　

答　

相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

本宮駅東口広場整備を皮切りに市全体の活性化を

近年注目の集まる再生可能エネルギー

発電量が表示されます。

もとみや議会だより第27号 1�



問
米
全
袋
検
査
に
お
い

て
、
放
射
能
の
値
が

基
準
以
上
に
検
出
さ
れ
た

場
合
、
米
の
管
理
は
ど
う
す

る
の
か
。

　

ま
た
、
そ
の
米
の
賠
償
請

求
は
、
Ｊ
Ａ
ま
た
は
市
で
行

う
の
か
。
生
産
者
が
自
ら
申

請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。

答
放
射
能
の
値
が
基
準

以
上
に
検
出
さ
れ
た

米
は
、
別
の
倉
庫
等
で
管
理

す
る
。

　

賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
や
集
荷
業
者
に
お
願
い

す
る
等
、
様
々
な
方
法
が
考

え
ら
れ
る
が
、
今
後
検
討
・

要
望
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
安
全
・
安
心
な
農
作

物
を
生
産
す
る
た
め

に
、
今
年
も
農
地
の
放
射
線

量
は
測
定
し
た
の
か
。

　

ま
た
、
被
ば
く
直
後
の
測

定
デ
ー
タ
を
基
に
、
今
後
年

次
で
、
農
地
の
放
射
線
量
を

定
点
測
定
し
、
そ
の
デ
ー
タ

を
何
十
年
も
残
し
て
い
く
考

え
は
あ
る
か
。

答
今
年
は
ま
だ
農
地
の

放
射
線
量
測
定
は
し

て
い
な
い
が
、
収
穫
後
に
調

査
を
行
い
た
い
。

　

ま
た
、
農
地
の
定
点
放
射

線
量
測
定
は
、
今
後
市
の
除

染
セ
ン
タ
ー
の
機
器
を
利
用

し
、
実
施
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

その他の質問
・自費除染者への市の対応
・木質バイオマス発電

問
文
部
科
学
省
が
作
成

し
た
小
・
中
学
校
生

徒
用
の
放
射
線
教
育
の
副

読
本
は
、
除
染
や
食
品
か
ら

の
内
部
被
ば
く
の
知
識
等
、

福
島
県
向
け
の
情
報
が
不

足
し
て
い
る
。

　

放
射
線
に
関
す
る
授
業

数
も
不
足
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
た
め
、
本
市
独
自
の
教

育
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
小
中
学
校
教
員
を
対

象
と
し
た
研
修
会
で
、

県
教
育
委
員
会
が
作
成
し

た
福
島
県
の
現
状
等
が
記

載
さ
れ
た
指
導
資
料
が
配

布
さ
れ
た
。
ま
た
、
様
々
な

資
料
を
組
み
合
わ
せ
て
指
導

し
て
い
く
。

　

市
の
実
情
に
合
っ
た
教
育

も
大
切
だ
が
、
基
本
的
な
事

を
土
台
と
し
て
指
導
す
る
。

問
本
市
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
や
老
人
保

健
施
設
の
待
機
者
は
、
約
６

３
０
名
で
前
年
よ
り
約
１
６

０
名
増
加
し
て
い
る
。
第
５

期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

施
設
の
充
実
に
関
す
る
部
分

も
記
載
が
あ
る
と
思
う
が
、

計
画
の
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
待
機
者
の
中
に
は
、
重

複
し
て
申
し
込
み
を

し
て
い
る
方
も
お
り
、
実
際

の
待
機
者
は
数
字
よ
り
も

少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
施
設

の
充
実
に
つ
い
て
は
、
広
域

的
な
施
設
の
20
床
の
増
床

を
予
定
し
て
お
り
、
事
業
者

は
11
月
頃
に
募
集
を
予
定

し
て
い
る
。

問　

介
護
保
険
施
設
の
増
床
を

　

答　

施
設
の
増
床
を
計
画
し
て
い
る

その他の質問
・監査委員会制度の改革は

問　

基
準
外
検
出
米
の
管
理
と
賠
償
は

　

答　

別
に
管
理
し
検
討
及
び
要
請
し
て
い
く

橋本善壽
議員

問　

市
独
自
の
放
射
線
教
育
を
す
べ
き

　

答　

各
校
で
工
夫
し
な
が
ら
進
め
る

国分勝広
議員

問　

農
地
の
定
点
放
射
線
量
測
定
は

　

答　

課
題
等
を
検
討
す
る

安全・安心な農作物を生産するために

福祉の充実したまちづくりを目指す
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問
全
国
で
１
１
７
名
の
中

高
校
生
が
、
柔
道
の

部
活
動
や
授
業
中
の
事
故

で
死
亡
し
て
い
る
。
市
内
の

各
中
学
校
で
二
学
期
か
ら
柔

道
の
授
業
が
本
格
的
に
始

ま
る
が
、
本
市
で
は
ど
の
よ

う
な
指
導
体
制
と
安
全
対

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
の

か
。

答
各
校
の
教
職
員
に
２
、

３
名
の
有
段
者
が
い

る
。
指
導
に
当
た
り
講
習
会

を
受
講
し
、
校
内
の
打
ち
合

わ
せ
等
も
十
分
に
行
っ
て
い

る
。
特
に
１
、
２
年
生
は
受

け
身
の
習
得
を
徹
底
し
て
行

い
事
故
防
止
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
柔
道
協
会
の
ご

協
力
を
得
ら
れ
る
体
制
も

整
っ
て
い
る
。

問
①
Ｊ
Ａ
よ
り
、
本
宮
堆

肥
セ
ン
タ
ー
と
白
沢
有

機
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
協

定
の
解
除
申
請
が
な
さ
れ

た
が
、
今
後
２
つ
の
施
設
を

一
体
化
し
、
法
人
化
す
る
考

え
は
。

②
市
と
し
て
今
後
の
支
援
の

方
向
は
。

③
24
年
度
の
堆
肥
交
付
事

業
の
考
え
は
。

答
①
運
営
に
違
い
が
あ
る

が
、
市
と
し
て
も
調
整

し
て
い
き
た
い
。
企
業
化
す

る
方
向
で
今
後
勉
強
会
を
開

き
、
考
え
る
段
階
に
来
て
い

る
。

②
資
金
対
応
に
つ
い
て
は
現

指
定
管
理
に
も
規
定
が
あ

り
、
支
援
を
考
え
た
い
。

③
震
災
前
と
同
様
に
堆
肥
を

配
布
す
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

問
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
生
活
保
護
受
給
に

拍
車
が
か
か
っ
た
。
震
災
以

降
の
生
活
保
護
に
関
す
る
各

年
度
の
相
談
件
数
と
、
そ
の

結
果
受
給
者
と
な
っ
た
世
帯

数
は
。

　

生
活
保
護
受
給
か
ら
自

立
で
き
る
た
め
の
市
と
し
て

の
対
策
は
。

答
22
年
度
は
５
件
、
23

年
度
は
58
件
、
24
年

度
は
20
件
の
延
件
数
83
件

で
相
談
者
数
は
59
件
。
そ
の

う
ち
生
活
保
護
申
請
件
数

は
22
件
で
、
保
護
開
始
は
18

件
。

　

就
労
指
導
等
、
積
極
的
な

求
職
活
動
を
行
い
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
連
携
を
と
り
、
自

立
を
支
援
し
て
い
る
。

問
①
い
じ
め
問
題
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
、
対
応

し
て
い
る
か
。最
悪
の
状
況
に

な
ら
な
い
た
め
の
解
決
策
は
。

②
女
性
の
社
会
進
出
が
進

み
、
自
宅
近
隣
の
保
育
所
へ

子
ど
も
を
預
け
た
い
が
待
機

と
な
っ
て
い
る
実
態
が
あ
る

と
思
う
が
、
本
市
に
待
機
児

童
は
い
る
の
か
。

答
①
い
じ
め
問
題
は
ど
の

学
校
で
も
、
ど
の
時
代

に
も
起
こ
り
得
る
問
題
と
と

ら
え
、
日
頃
か
ら
児
童
・
生

徒
の
発
す
る
サ
イ
ン
を
見
逃

さ
な
い
体
制
を
持
ち
、
ア
ン

ケ
ー
ト
や
個
別
面
談
を
行
っ

て
早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

②
合
併
以
降
、
待
機
児
童
は

い
な
い
。

その他の質問
・平成25年度予算編成に向けて

問　

生
活
保
護
の
実
態
と
自
立
へ
の
対
策
は

　

答　

自
立
に
向
け
た
就
労
指
導
を
行
う

菅野健治
議員

問　

い
じ
め
の
実
態
と
対
策
は

　

答　

子
ど
も
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い

問　

武
道
必
修
で
の
安
全
対
策
は

　

答　

安
全
確
保
と
事
故
防
止
に
万
全
を
期
す

佐々木広文
議員

問　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
法
人
化
の
考
え
は

　

答　

利
用
者
の
考
え
も
含
め
今
後
協
議
す
る

万全の指導体制で授業の安全を確保

待機児童ゼロの維持を（白沢保育所）
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問
①
災
害
直
後
か
ら
今

日
ま
で
、
教
育
現
場
の

放
射
能
教
育
の
変
化
は
。

②
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
各
学
校
へ
指
導
し

て
き
た
の
か
。
ま
た
、
学
校

か
ら
児
童
・
生
徒
へ
の
指
導

や
対
応
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
改
善
効
果
が
あ
っ
た
の

か
。

答
①
放
射
能
の
不
安
が

大
き
く
な
り
、
学
校

か
ら
報
告
を
受
け
な
が
ら
対

応
し
た
。

②
震
災
前
と
で
き
る
限
り
同

じ
環
境
で
学
習
で
き
る
よ

う
、
教
職
員
が
放
射
能
に
関

す
る
正
し
い
認
識
を
持
ち
、

保
護
者
や
子
ど
も
の
不
安
を

あ
お
る
こ
と
な
く
情
報
を
き

ち
ん
と
伝
え
る
よ
う
指
導
し

た
。

問
①
市
三
役
や
市
管
理
職

の
給
与
、
手
当
が
減
額

さ
れ
て
い
る
が
、
未
償
還
金

へ
の
財
源
で
は
な
く
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
充
て
ら
れ
て
い

る
の
か
。

②
市
民
志
向
に
対
す
る
市

職
員
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
で
、

市
民
の
目
線
に
た
っ
た
サ
ー

ビ
ス
改
善
は
ど
の
よ
う
に
進

ん
だ
の
か
。

答
①
減
額
分
の
年
間
約
９

０
０
万
円
は
、
子
育
て

支
援
や
放
射
能
対
策
、
教
育

施
設
整
備
基
金
な
ど
一
般
財

源
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

②
職
員
は
全
体
の
奉
仕
者

と
し
て
の
立
場
を
自
覚
し
、

接
遇
向
上
に
努
め
な
が
ら

市
民
の
皆
様
に
公
平
公
正
に

対
応
し
た
い
。

その他の質問
・市民満足度調査について

問
白
岩
川
の
水
質
汚
染

は
、
白
岩
工
業
団
地
内

企
業
の
操
業
と
同
時
に
発

生
し
、
白
岩
川
を
水
利
と
す

る
水
田
耕
作
者
は
、
長
年
色

の
つ
い
た
水
で
稲
作
を
し
て

き
た
。

　

市
は
一
日
も
早
く
水
田

耕
作
者
へ
安
全
で
安
心
し

て
使
用
で
き
る
水
を
提
供

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
河
川
の
環
境
基
準
は

県
が
管
理
指
導
し
て

い
る
が
、
市
で
も
で
き
る
限

り
検
査
を
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　

今
後
、
現
地
等
を
確
認

し
県
の
指
導
を
仰
ぎ
た
い
。

問
鳥
獣
被
害
は
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
、
東
は

イ
ノ
シ
シ
、
西
は
熊
、
阿
武

隈
川
で
は
カ
ワ
ウ
の
被
害
が

あ
り
、
地
域
の
方
々
は
鳥
獣

駆
除
隊
の
活
動
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
る
。し
か
し
、

隊
員
は
高
齢
化
し
担
い
手

が
少
な
い
。
市
と
し
て
の
担

い
手
確
保
の
対
策
は
。

答
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
の

高
齢
化
問
題
は
認
識

し
て
い
る
。
法
改
正
の
な

か
、
隊
員
の
方
が
柔
軟
に

対
応
で
き
る
よ
う
委
嘱
状

か
ら
委
託
契
約
に
変
え
た
。

若
い
人
に
入
隊
し
て
頂
け

る
か
が
大
き
な
課
題
だ
と

捉
え
て
い
る
。

問　

鳥
獣
駆
除
隊
の
担
い
手
確
保
は

　

答　

若
い
人
の
入
隊
が
大
き
な
課
題

その他の質問
・23年度の市政の評価と反省

問　

震
災
後
の
教
育
の
変
化
と
心
の
ケ
ア
は

　

答　

安
全
安
心
な
教
育
環
境
維
持
に
努
め
る

後藤省一
議員

問　

白
岩
川
の
汚
染
現
状
と
そ
の
対
策
は

　

答　

対
策
は
県
の
指
導
を
仰
ぐ

根本七太
議員

問　

市
民
の
視
点
に
た
っ
た
施
策
・
事
業
を

　

答　

財
政
健
全
化
計
画
を
遵
守
し
進
め
る

市民志向の窓口サービスを

安全・安心な水源の確保を

もとみや議会だより第27号1�



問
米
の
収
穫
が
本
格
化

す
る
時
期
を
迎
え
る

が
、
全
袋
検
査
の
体
制
は

整
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
原
発
事
故
に
よ
る

放
射
能
被
害
の
発
生
後
、
生

産
者
の
生
産
意
欲
の
低
下
が

大
き
い
が
、
今
後
の
振
興
策

は
。

答
本
市
は
機
械
を
４
台

設
置
し
、
検
査
体
制

を
整
え
て
き
た
。
全
袋
検
査

に
つ
い
て
白
沢
、
本
宮
地
区

の
農
家
を
対
象
に
説
明
会

を
実
施
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
も
行
政
区
単
位
の

説
明
会
を
行
う
予
定
で
あ

る
。
風
評
被
害
対
策
と
し
て

農
地
の
除
染
を
進
め
、
従
前

の
土
壌
を
つ
く
り
上
げ
た

い
。

問
学
校
で
の
い
じ
め
問

題
に
対
す
る
市
の
対

策
は
。

答
各
学
校
で
生
徒
指
導
全

体
会
を
開
き
、
校
内
の

情
報
を
共
有
し
て
い
る
。
ま

た
、
担
任
が
い
じ
め
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
心
の
相
談

を
行
っ
て
い
る
。
中
学
校
で

は
生
徒
が
毎
日
書
い
て
い
る

生
活
ノ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

コ
メ
ン
ト
を
返
し
て
い
る
。昼

休
み
に
校
内
巡
視
も
行
う
。

その他の質問
・東京電力の賠償見通しは
・生活の安全対策は

問
①
平
成
23
年
度
か
ら

３
ヵ
年
で
策
定
す
る

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
進
捗
状
況
と
、
こ
の
計
画

に
本
市
の
将
来
像
を
ど
う
取

り
込
む
の
か
。

②
環
境
美
化
な
ど
地
域
で

自
主
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
、

支
援
を
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
①
震
災
に
よ
り
作
業

が
遅
れ
て
い
る
が
、
住

民
意
向
調
査
と
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
の
集
計
と
分
析
を

行
っ
て
い
る
。
上
位
計
画
と

の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
。

②
市
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
も
活
動
を
把
握
す

る
。

問
①
ゆ
と
り
教
育
か
ら

確
か
な
学
力
の
向
上
に

向
け
て
学
習
指
導
要
領
が

導
入
さ
れ
た
が
戸
惑
い
は
な

い
か
。
ま
た
、
全
国
共
通
学

力
テ
ス
ト
の
結
果
を
把
握
し

て
い
る
か
。

②
全
国
的
に
い
じ
め
問
題
が

数
多
く
報
道
さ
れ
て
い
る

が
、
学
校
現
場
、
教
育
委
員

会
と
し
て
の
対
応
は
。

答
①
時
間
数
が
多
く
な

り
忙
し
い
と
感
じ
て
い

る
。テ
ス
ト
は
抽
出
校
３
校
、

自
由
参
加
７
校
で
実
施
。
抽

出
校
の
結
果
は
把
握
し
て
い

る
が
、
そ
の
他
は
９
月
に
届

く
。

②
温
か
い
人
間
関
係
づ
く

り
、
学
級
づ
く
り
が
一
番
大

切
で
あ
り
、
学
級
活
動
の
時

間
を
充
実
さ
せ
る
。

その他の質問
・今後の子ども達の安全対策は

問　

市
の
将
来
像
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

　

答　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

円谷長作
議員

問　

教
育
環
境
の
充
実
に
向
け
た
施
策
を

　

答　

生
き
る
力
の
育
成
を
基
本
と
す
る

問　

米
の
検
査
体
制
と
産
業
の
振
興
策
は

　

答　

農
地
の
除
染
を
進
め
て
い
く

渡辺善元
議員

問　

学
校
で
の
い
じ
め
に
対
す
る
対
応
は

　

答　

早
期
発
見
の
た
め
に
様
々
な
工
夫
を

風評被害を打破し生産者の意欲を取り戻す

将来を担う子ども達の健全な育成を（白岩小学校運動会）
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問
原
発
事
故
で
は
除
染

と
賠
償
が
問
題
。
和

田
地
区
の
除
染
が
８
月
７
日

に
除
染
支
援
事
業
組
合
に

発
注
さ
れ
た
と
報
告
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
委
託
内
容
は
。

　

仮
置
き
場
設
置
の
進
め

方
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
。

答
和
田
地
区
は
12
工
区

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

業
者
が
一
斉
に
除
染
を
進
め

る
。
発
生
し
た
汚
泥
等
は
家

主
と
相
談
し
て
宅
地
内
に
一

時
保
管
す
る
。

　

仮
置
き
場
は
重
要
で
あ

り
、
な
る
べ
く
全
員
の
方
に

同
意
を
頂
け
る
よ
う
説
明
を

重
ね
、
丁
寧
な
対
応
で
進
め

た
い
。

問
合
併
当
初
は
白
岩
出

張
所
で
住
民
票
な
ど

が
発
行
さ
れ
て
い
た
が
、
白

沢
総
合
支
所
の
移
転
に
よ
り

白
岩
出
張
所
が
廃
止
さ
れ

た
。

　

近
く
の
住
民
よ
り
不
便

だ
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
が
、
発
行
す
る
場
所
を

増
や
せ
な
い
か
。

答
公
民
館
な
ど
で
の
発

行
は
費
用
対
効
果
が

低
く
合
理
的
で
は
な
い
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
す
る

が
、
イ
ク
タ
ン
タ
ク
シ
ー
や

公
共
交
通
機
関
、
家
族
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
本
庁
や
白

沢
総
合
支
所
の
窓
口
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

その他の質問
・市の賠償請求に対する東電の対応は

問
①
阿
武
隈
川
左
岸
築

堤
事
業
が
現
在
着
工

中
で
あ
る
が
、
工
事
の
進
捗

状
況
は
。

②
全
域
の
早
期
完
成
に
向

け
て
、
今
後
の
課
題
や
国

へ
の
要
望
活
動
は
。

答
①
Ａ
ゾ
ー
ン
は
用
地

取
得
を
完
了
し
、
盛
土

工
事
を
施
工
中
で
あ
る
。
25

年
１
月
ま
で
か
か
る
予
定
。

②
生
活
再
建
や
住
宅
移
転

等
の
問
題
も
あ
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
配
慮
も
必

要
。
今
後
も
関
係
機
関
へ
の

要
望
活
動
を
予
定
し
て
い

る
。

問
本
市
に
は
物
流
関
係
の

企
業
が
多
く
進
出
し
て

お
り
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
交

通
量
が
増
え
て
い
る
。
路
上

駐
車
も
多
く
、
民
間
の
ス
ー

パ
ー
な
ど
は
大
型
ト
ラ
ッ
ク

の
駐
車
場
利
用
を
制
限
し
て

い
る
。
ト
ラ
ッ
ク
協
会
や
国

の
関
係
機
関
へ
ト
ラ
ッ
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
要
望
を
す
る

考
え
は
。

答
本
市
周
辺
に
は
、
大

型
ト
ラ
ッ
ク
の
休
憩
施

設
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
交
通
量
の
少
な

い
市
道
で
休
憩
す
る
車
両
が

多
く
、
道
路
管
理
者
と
し
て

大
変
苦
慮
し
て
い
る
。
国
等

の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

関
係
団
体
へ
申
し
入
れ
を
し

て
い
き
た
い
。

問　

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
は

　

答　

関
係
団
体
へ
申
し
入
れ
を
行
い
た
い

その他の質問
・万世・下町線の改良計画は
・下町・小幡線の拡張は

問　

除
染
と
仮
置
場
設
置
の
進
め
方
は

　

答　

地
元
の
理
解
を
頂
け
る
よ
う
進
め
る

渡辺忠夫
議員

問　

阿
武
隈
川
左
岸
築
堤
の
進
捗
状
況
は

　

答　

Ａ
ゾ
ー
ン
は
��
年
１
月
に
終
了
予
定

三瓶裕司
議員

問　

住
民
票
な
ど
の
発
行
場
所
の
増
設
は

　

答　

公
共
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て

和田地区　仮置き場予定地

完成が待ち望まれる阿武隈川本築堤工事

もとみや議会だより第27号�1



　

７
月
23
日
に
、
第
７
回
臨

時
会
が
開
か
れ
、
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）
を
可

決
し
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
の
そ
れ
ぞ
れ
を

６
，
１
６
４
万
円
増
額
し
、

一
般
会
計
総
額
を
、
１
５
０

億
４
，
０
６
９
万
９
千
円
と

し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
補
正
内
容

は
、
和
田
地
区
の
住
宅
除
染

を
進
め
る
た
め
に
、
除
染
作

業
を
監
督
す
る
現
場
技
術
者

を
委
託
す
る
た
め
の
業
務
委

託
料
、
仮
置
き
場
を
設
置
す

る
た
め
の
、
土
地
の
借
上
料
、

物
件
移
転
等
に
よ
る
補
償
費

な
ど
を
計
上
し
た
も
の
で

す
。

　

歳
入
の
主
な
内
容
は
、
除

染
対
策
事
業
交
付
金
や
、
財

臨

時

会

　

議
会
傍
聴
を
初
め
て
経
験
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

感
想
と
し
て
は
、
静
寂
の
中
に
質
問
・
答

弁
双
方
が
、
一
言
一
句
厳
粛
に
問
答
し
て
い

る
感
を
受
け
ま
し
た
が
、
同
士
間
の
疎
通
不

備
も
あ
る
様
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

あ
の
運
命
の
瞬
間
よ
り
早
一
年
半
の
時
間

を
費
や
し
国
・
県
そ
し
て
我
が
本
宮
市
、
四

重
苦
、
我
々
も
被
災
者
で
す
。

　

今
、
何
よ
り
優
先
し
て
実
行
し
な
く
て
な

ら
な
い
事
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
こ
の
時

代
に
、
そ
の
未
来
を
支
え
る
子
ど
も
達
の
安

心
・
安
全
を
ど
の
様
に
堅
守
す
る
か
を
沢
山

議
論
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

行
政
・
議
会
・
市
民
が
三
位
一
体
に
て
、

こ
の
現
況
を
打
破
し
て
行
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
皆
様
方
の
更
な
る
ご
活
躍
ま

た
、
ご
尽
力
を
ご
期
待
致
し
ま
す
と
共
に
、

お
体
に
は
充
分
ご
自
愛
さ
れ
ま
す
様
お
願
い

致
し
ま
す
。

９
月
定
例
議
会
一
般
質
問
傍
聴

遠藤　義利さん

声 　９月定例会を傍聴された方は43
人でした。今回はその中から遠藤
義利さん（糠沢字北箕内）に傍聴
の感想をお聞きしました。

　

９
月
ま
で
続
い
た
異
常
な
暑
さ
も

よ
う
や
く
収
ま
り
、
肌
寒
い
日
も
か

な
り
増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
は
一
年
半
が

経
過
し
、
今
、
自
治
体
は
大
き
な
変

革
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
期
こ
そ
、
議
員
・
市
職
員
と

も
に
『
市
民
の
声
』
を
し
っ
か
り
と
受

け
と
め
る
態
勢
を
整
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
必

要
な
の
が
、
市
・
議
会
が
何
を
し
て

い
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
「
知
っ
て
い
た

だ
く
」
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
寒
く
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
が
、
ど
う
か
お
体
に
お

気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

（
菊
田
）

あ　

と　

が　

き

12月定例議会は
12月上旬に開催予定です

TEL 33－1111（内線　302）

議会を傍聴してみませんか

ホームページアドレス http://www.city.motomiya.lg.jp/site/gikai/　メールアドレス gikai@city.motomiya.lg.jp
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か
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で
す
。

　

ま
た
、
専
決
処
分
さ
れ
て

い
た
和
解
及
び
損
害
賠
償
額

の
決
定
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

第
７
回
臨
時
会

　

和
田
地
区
放
射
能
除
染
の
た
め
の

　

予
算
を
計
上

もとみや議会だより第27号 ��


